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山下和也破墨プロジェクトの活動について  2018-2020

破墨プロジェクトは2018年に筆者の企画によってはじまり、神戸を拠点に異分野共同による領
域横断的な活動を続けている。本稿では活動の基盤となる背景と概要、活動開始から2020年1
月までの活動を中心に報告する。

1.  はじめに　破墨プロジェクトとは

破墨プロジェクトは、8世紀の中国で行なわれ
ていた、現在でいうアクションやパフォーマンス
を横断する墨を用いた芸術表現である破墨の性質
を実践的に捉えなおすことを起点に、俳優 ・神楽
舞手の髙安美帆、ファッションデザイナーの隅野
由征と筆者の3名で活動を開始した。2019年に美
術家の柴山水咲、2022年に美術家の山村祥子が
加わり、現在は5名を中心に活動している。筆者
は、C.A.P.（特定非営利法人　芸術と計画会議）
のメンバーで、2017年からKOBE STUDIO Y3の
オープンスタジオに参加するスタジオアーティス
トである。破墨プロジェクトは同所を拠点に活動

している。
破墨は水墨画の技法を示す名称で、東アジア、
特に日本の水墨表現の歴史を顧みるうえで非常に
重要な表現のひとつである。しかし、その内容は
国や時代によって変化し、発生当初の記録は文献
のみで作品は現存していないため、その実態はよ
くわからない。 破墨プロジェクトのメンバーは、
各自の視点や異なる立場から破墨という捉え難い
未知のテーマについて取り組んでいる。
本稿では、まず破墨プロジェクトの活動の基盤
となる背景、続いて活動概要について記述する。
その後、2018年から2020年1月までの活動と展開
について詳述する。
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2.  破墨プロジェクトの背景

破墨は東洋絵画や水墨画に関心がなければ聞き
なれない語である。筆者は、罔両画（もうりょう
が）などの東アジアの伝統的な書画を現代におい
て捉えなおすことを主眼に作品を制作している。
書画・日本画を基軸に特定の表現形式の起源と展
開についての捉えなおしを起点とした作品制作
は、破墨プロジェクトにおいても同様の方法論に
基づいている。
破墨プロジェクトの発端は、室町時代の禅僧画
家、雪舟等楊の《破墨山水図》（東京国立博物館
蔵）の美術史における筆者の知見である。雪舟は
国宝指定される絵画が6点ある唯一の芸術家であ
り、そのいずれも作風が異なっている。破墨は雪
舟が得意とした技法とされ、本作は弟子の如水宗
淵への印可状（相承の証明書）でもある。しかし、
《破墨山水図》は実際は破墨の技法で描かれてい
ない。中国南宋時代の禅僧画家、玉澗の様式に
倣った溌墨の技法による山水画とされている。に
も拘らず本作が何故、《破墨山水図》なのか。筆

図1. 左：狩野晴川院《破墨山水図》双幅、江戸時代、19世紀前半 右：作者不詳《水墨山水図》昭和時代
出典・注ほか：「破墨プロジェクト　Exhibition」　会場風景より （撮影：佐藤昌也）

者は破墨とは何なのか、という疑問を抱き、そこ
から破墨の受容と展開についての関心と、その起
源となる中国唐時代の破墨や同時代の溌墨につい
て関心を持った。
破墨と溌墨は水墨画の発展に多大な影響を与え
た表現である。ただし、当初の破墨と溌墨がどの
程度明確に区分されていたかは定かではない。現
代では破墨は筆使い（用筆）、溌墨は墨使い（用
墨）の技法として固定化している。図1の左の双
幅が破墨による山水図、右の1幅が溌墨による山
水図である。左の双幅は藁筆を要所に用いて樹々
や岩山が少ない筆数によって描かれている。右の
1幅は墨を溌ぐことによって樹々の表現に潤いの
ある墨面が広がっている。どちらも完全にはコン
トロールすることが難しく、偶然や現象による痕
跡を取り入れた絵画技法である。
しかし、中国唐時代に著された『歴代名画記』

（847年、張彦遠）や『唐朝名画録』（840-845年、
朱景玄）等の文献の記述からは、現在とは異なる
制作状況や熱量を感じとることができる。それら
の文献や先学の美術史研究を参看（*1）すれば、墨
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記憶と記述と記録の往還の場として、あらたな破
墨を再設定した。
以上のように、破墨プロジェクトの活動は、企

画者である筆者の書画、特に水墨表現である破
墨の起源と展開について捉えなおすことが起点と
なって始動した。くわえて、私たちの固有の文化
や身辺の実感から表現を捉えなおす、筆者の現代
作家としての制作態度をそこに反映させた。ここ
に、一見突拍子もなくみえる日本最古の舞踊の神
楽舞、日常的な身体および第二の皮膚である衣
服、書画の基本である記述と記録が組み合わされ
る端緒がある。次に実際の活動について述べる。

3.  破墨プロジェクトの活動概要（三つの方法）

破墨プロジェクトはC.A.P.が企画運営するKOBE 
STUDIO Y3を拠点に活動している。C.A.P.は阪
神淡路大震災前の1994年に、杉山知子や藤本由
紀夫など神戸に活動拠点を置く11名の芸術家に
より設立されたグループ（コミュニティ）で、現
在は神戸市中央区山本通にある海外移住と文化
の交流センターの建物を拠点に活動している。
C.A.P.は神戸の現代芸術のネットワークの中心的
な役割を果たし、地元住民を含む様々なキャリア
の人材がコミュニティの活動を介して交流してい
る。破墨プロジェクトが現在まで継続して活動を
続けられる要因には、KOBE STUDIO Y3の場所
とC.A.P.のコミュニティネットワークの存在が大
きい。これらの一部を活用し、破墨プロジェクト
は主にStudyシリーズ、パフォーマンス、展覧会
の3つの方法で活動を展開している。

Studyシリーズ

Studyシリーズは、活動当初から継続して開催
しているレクチャーおよびワークショップであ
る。破墨を現代において再考するための方法のひ
とつとして、現在も継続的に行なっている。第一
目的はメンバーがテーマに対する理解や学びを得
る事にある。その学びがパフォーマンスや展覧会
といったアウトプットに影響を与え、繋がってい
る。なお、公開で持続的に行なうという発案は
髙安によるもので、2022年までに15回開催して 

や筆という書画材料の使用や絵の内容よりも、あ
る状況における即興的かつ偶然性を取り込んだ造
形行為や、異分野と協同してひとつのパフォーマ
ティヴな場を作ることが主眼であったと考えられ
る。もし、絵の内容が作品として重要視されるな
ら、描かれた内容についての詳述や、保管されて
現存するものがあってよい筈である。当初の作品
が現存しないのは、そのような理由も推測され
る。

 破墨や溌墨を正統な絵画ではないとした、『歴
代名画記』における批判も無視できない。とはい
え、このような批判は、新しい芸術の黎明期には
よくみられる反応ともいえる。たとえば、前衛芸
術と呼ばれる既成概念から逸脱した表現について
の批判には、幾度となくこのような反応が見られ
る事は歴史が証明している。
破墨や溌墨が水墨画の表現において重要なの
は、ひとつは従来の写実を基本とした筆線による
表現からの解放であった。両技法には自然や偶然
性などのコントロールできないものとの共同、抽
象性の発現など、その後の書画表現の展開に繋が
る重要な要素をみることができる。そして今日ま
で、破墨についての絵画技法的あるいは網膜的な
絵画表現としての実践や研究は、多くの画家たち
によって行なわれてきた。ただし、雪舟のように
玉澗様式の溌墨山水画を破墨と紐づけ（名付けさ
せ）、さらに後世に雪舟由来の破墨としてあらた
な位置づけをもって継承された事実は、破墨の網
膜的な表現様式以上に、日本における破墨の受容
および継承として興味深い歴史であり、稀有な事
例である。
そこで破墨プロジェクトでは、雪舟以降に継承
された破墨をいったん脇に置き、起源にさかの
ぼって破墨を捉えなおしてみた。つまり、網膜的
な画としての発現以前の段階に着目し、中国唐時
代の破墨が行われる場と状況についての想像と、
書画の基本である記述と記録という行為を出発点
とした。さらに、日本最古の舞踊である神楽舞を
組み合わせた。神楽舞の型を身体の記憶を内包し
たデータベースとして捉え、破墨プロジェクトの
活動の中で儀式舞からあらたなパフォーマンスへ
と解放する。つまり、複数の異なる方法による、
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きた（図2）。

Studyシリーズは基本的に講師を招いて対面の
公開形式で開催してきた。プロジェクトを進めて
いくうえで関連するテーマや関心事を扱い、個人
差はあるがプロジェクトやメンバーの個人活動に
も様々な影響を与えてきた。Studyシリーズは共
に学ぶ機会をつくることで破墨プロジェクトの視
点や取り組みを他者とも共有し、プロジェクト自
体を育てていく基盤でもある。これまで開催した
内容は日本美術史、書画材料、神楽、具体美術協
会、戦後前衛書、演劇、編集など多方面に渡って
いるが、その内容を辿れば破墨プロジェクトの関
心がかさなってみえてくる。Studyシリーズの中
にはイベント参加者との出会いから派生した企画
もあり、破墨プロジェクトにとって様々な起点と
なる重要な活動である。

パフォーマンス

破墨プロジェクトでは協同する方法として即興
と偶然性を取り入れたパフォーマンスを採用して
いる（図3）。パフォーマンスは非公開で行なうこと
が多く、記録映像のみ発表する場合も多い。 神
楽舞手であり、俳優である髙安以外は身体表現
を主体とするいわゆるパフォーマーではない。さ
らに隅野に至っては表現者やアーティストでもな
い。しかし、それぞれの日常でのパーソナリティ
が即興という状況では重要な基盤となる。なぜな
ら即興は個々の技術的基盤がなくてはできない。

たとえば、トランペットの即興演奏を誰もが行な
うことは不可能だろう。しかし、技術はあらゆる
ところに存在する。隅野であれば、商品を販売す
るためのスタイリングや接客におけるサービスや
人との距離感などは、彼固有の日常の技術であ
る。
破墨プロジェクトのパフォーマンスでは、それ
ぞれのパーソナリティが状況における判断やふる
まいを起こさせる。予測不可能な様々な状況が連
続的に生じ、またそのことを記述する行為やふ
るまいも、場や状況におけるパフォーマティヴな
時間と空間を作り出している。そのような破墨
プロジェクトのパフォーマンスについて、Gallery 
PARCのディレクター正木裕介は下記のように述
べている。

一連のパフォーマンスにおいては、個と集団、形

式と自由、生活や社会、時間や歴史といった 「い

ま・ここ」にまつわる無数の関係のなかで、何か

が瞬間的に選択されている。そして、その選択と

変容の連続が始まりから終わりまでに為されたの

だといえるだろう（*2）。

パフォーマンスの鑑賞者はその目撃者であり、
その空間と時間に生み出される状況の変化の始終
を唯一客観的に体感する事が可能な存在である。

いわばこれはインプロヴィゼーションであり、破

図2. 破墨プロジェクト Studyシリーズ
出典・注ほか：破墨プロジェクト Studyシリーズ1
「水墨画材料のレクチャーと体験」より

図3. 公開パフォーマンス《yamashitakayasumimo》
出典・注ほか：「破墨プロジェクトExhibition」野外パフォーマンスより
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その複雑さによって情報の整理が追いつかず、困
惑を招くだろう。しかし、誤解を恐れずに告白す
れば、鑑賞における画一的な体験や読解は目指さ
れていない。展覧会の全体を企画構成する筆者の
コンセプトが理解できたとしても、それをどのよ
うに鑑賞し、体験するかは、鑑賞者自身によって
考えられ、読み解かれることを想定しているか
らだ。破墨プロジェクトのメンバーにおいても、
個々のパーソナリティや専門分野が異なるため、
活動全般における統一された理解は求められてい
ない。むしろ筆者は個々の捉え方や反応を強制し
たり画一化しないことに注意を払い、多元的な在
り方や雑然さを失わないようにしている。またこ
れは、パフォーマンスにも共通していることであ
る。

4.  破墨プロジェクトの活動における展開　

以上のような3つの方法を中心に活動を展開す
る破墨プロジェクトについて、以下では2020年
までの個々の展開について詳述する。

Study シリーズの展開と影響

破墨プロジェクトStudyシリーズは講師におい
ても多方面であることが特徴である。そして、そ
の内容は破墨プロジェクトの活動や関心事から設
定されるテーマであるため、パフォーマンスや
展覧会に直接的に影響を与える。また、Studyシ
リーズは破墨プロジェクトの活動以外にも少なか
らず影響が確認できる。開始から最初の2年間、
破墨プロジェクトは奈良の製墨会社である株式会
社墨運堂に協賛をいただき、ワークショップやレ
クチャーの材料、資料の提供、工場の見学などの
ご協力をいただいた。現代芸術のコミュニティで
あるC.A.P.では、書画の伝統材料の専門的な内
容についての企画はこれまでになく、新たな交流
の場となった。材料提供の中には墨液製造の技術
を活用した布書液という特殊インクがあり、隅野
は破墨プロジェクトのパフォーマンスの衣装制作
やワークショップに使用したほか、隅野自身のア
パレルブランドThee Trio（*4）の限定商品の開発へ
と展開させた。また、ワークショップの受講生に

墨プロジェクトはそこに「始まり」と「終わり」と

いう点を置くことで、その軌跡をパフォー マン

スとして切り取って見せているにすぎない（*3）。

そう述べたうえで、「ひとつの目的を目指し、
始点と終点の間を進む中で、瞬間的な判断による
変容を受け入れ、その軌跡が記録として残るこ
と」について、「書画にあって紙・筆先・書き手
（描き手）・ 線の中で起こっているであろうことと
同じではないか 」として、伝統的な書画と破墨プ
ロジェクトのパフォーマンスの制作状況に共通性
を見出している。
このようにして、パフォーマンスを介して生み

出された造形物や記録は、展覧会という場におい
てさらに展開する。

展覧会

破墨プロジェクトの展覧会では、Studyシリー
ズやパフォーマンスの過程によって生み出された
造形物や記録を主な展示要素として扱い構成す
る。また、展示においてもパフォーマンス同様に
偶然性やコントロールできない事象を取り込む。
具体的には鑑賞者が展示空間の景色の一部として
直接的に関与する展示や、外光の差し込みによっ
て現れる作品などがある。さらに、筆者が会場空
間を実際に歩いて体感を確認し、必要と判断すれ
ば設営期間中に会場でパフォーマンスやドローイ
ングをメンバーと制作し、そのまま展示へと移行
させる即興を取り入れた設営も行なう。完成され
た作品を単純に並べるのではなく、個々のものや
情報が展示空間内で点と点を繋ぐように配置され
る。このような配置といくつかのテキストによっ
て、空間全体とディテ―ルを手掛かりに、鑑賞者
が実際に空間を回遊することで展覧会を読み解い
てゆくような鑑賞体験を組み立てている。
つまり筆者は、個々の造形物やテキストに限ら

ない、複数の時間、空間、思考、状況といった多
元的な要素を展示という方法によって立体的に接
合し、展覧会をあらたな作品（書画）として制作
している。
一方で、鑑賞者にとっては参照される内容が多
岐に渡ることや造形および表現要素の多元化は、
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向井晃子が参加しており、これを機会に親交が深
まり、その後Studyシリーズで講師を担当してい
ただいた。向井は2022年に戦後前衛書について
の単著を出版（*5）し、折に触れて日本画や書画の
視点から意見交換をさせていただいている。
舞台演出家の笠井友仁には、破墨プロジェク
トの展覧会での交流を機会に、Studyシリーズ
の講師を依頼した。その後、破墨プロジェクト
は笠井から「仮想劇場」（*6）のワークショップへの
参加を呼びかけられた。その結果、「仮想劇場」
のシステムを使った破墨プロジェクトのあらた
なパフォーマンス制作を2021年に発表すること
へ展開した。その他にも、髙安が初演出した演
劇《HOMOHALAL （ホモハラル）》（*7）の衣装を
隅野が担当し、その舞台セットのヒントをStudy
シリーズによって髙安が得るなど、個人の活動
へも影響がみられた。編集者の櫻井拓はGallery 
PARCでのイベントで出会い、Studyシリーズの
講師を依頼する。その後、2020年に破墨プロジェ
クトの冊子制作の編集を依頼した。このように、
Studyシリーズは学びの場である以上に、そこで
得られた交流からあらたなきっかけをそれぞれに
得る場となっている。

パフォーマンスの展開と影響

破墨プロジェクトのパフォーマンスは2018年3
月から2020年1月までに11回行なっている。筆
者は禅、初期具体美術協会、戦後前衛書、中国の
Ink Art（*8）等と参看しながら、水墨表現の歴史を
視野にあらたな破墨を試みている。そのはじまり
は、髙安が和紙を舞台に神楽舞を行ない、その運
動を墨と紙の痕跡によって記録するアイデアから
始まった（図4）。破墨プロジェクトのパフォーマン
スは、事前に細かな指示はなく、基本的に無伴奏
で行ない、髙安の舞の終演とともに完了する。た
だし、初年度と2年目ではその内容にいくつかの
変化がみられる。
初年度に筆者は髙安から伝統芸能である神楽の
所作や歴史について徐々に学ぶ機会を得た。ま
た、隅野と筆者は神楽舞の型や身体性をパフォー
マンスに参加しながら個々の視点で捉えていっ
た。隅野は、メンバーのパフォーマンスの衣装
を、自身のブランドで販売する日常着から選び、
スタイリングする。パフォーマンス毎に髙安の着
衣に鋏を入れ、身体の動きと連動してどのような
フォームが現われるかを常に意識している。パ
フォーマンスでの隅野は、自分自身の演出やどこ

図4. パフォーマンスの運動の痕跡による作品　左：《yamashitakayasumino 1》　右：《yamashitakayasumino 2》 
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か笑いを誘うユーモアなど、サービス業で培った
日常のスキルと人柄が様々に表れていた。
筆者は、水墨画の画材である紙や墨を選択し

た。紙はパフォーマンスの舞台であり、接触を伴
うことを前提として選択した。墨は濃淡や色味だ
けでなく、粘度調整によって足裏に触れる感覚に
ついても変化を持たせた。摩擦、皺、破れ、墨色
など、最終的な痕跡は髙安の紙の上での神楽舞の
運動に由来するが、その過程での隅野と筆者の行
為、判断が髙安のアクションへのサジェスチョン
となっている。
破墨プロジェクトでの髙安の舞は、数百あると
いわれる神楽舞の型を、周囲の状況や場に応じて
即興的に組み合わせることを基本としている。即
興自体がある種の型の組み合わせであると捉え、
その由来を個人の身体ではなく、伝承された儀式
舞から選択して再構築する方法である。しかし、
完成された儀式舞に用いる巫女衣装や神楽の道具
立ては使わない。ただし、別の方法や目的と組み
合わせて変容しても、型と神楽舞手の持つ身体性
に由来する静けさや美しさが、髙安のパフォーマ
ンスからは感じられる。また、「破墨プロジェク
トExhibition」展の野外パフォーマンスで長尺の
棒を持った髙安は、激しい舞で紙を破り、最後は
破れた紙の穴に身体を潜り込ませて着衣し、紙を
衣装として纏って舞を終演させるパフォーマンス
を披露した（図3・5）。それは破墨プロジェクトのパ
フォーマンスの新たな可能性を筆者に気付かせる
内容であった。
2年目の大きな変化は、隅野が衣装のみを担当

するようになり、筆者が美術家の柴山水咲に活
動への参加を呼びかけ、新たなメンバーとして加
わったことだ。柴山は、ステイトメントに「絵画
と言葉による表現を軸に、ドローイングとインス
タレーション、文章作品を制作しています。記憶
の有限性や喪失感、繰り返す毎日と未来の死との
間にあるものが主なテーマです」（*9）と自身の活動
について表明している。筆者は、日常における瞬
間や記憶の記述行為から生まれる、文字と絵が同
居する柴山の作品に、書画との親近性を見出して
いた。くわえて、柴山の自己内省と自己を含む状
況の客観視が綯い交ぜになって表れる断片的なつ

ぶやきのような言葉が、日常的に台本で言葉に接
する俳優としての髙安に対して、どのようなサ
ジェスチョンとなるかも関心があった。東洋絵画
と西洋絵画という異なる基盤を持つ背景も、柴山
に活動への参加を呼びかけた要因である。柴山の
表現の軸は絵画と言葉である。しかし、筆者は柴
山にあえて破墨プロジェクトでは言葉によって状
況を記録すること、そこで起こることの観察から
浮かび上がる言葉を書くことのみ提案した。柴山
はこの提案をきっかけに手書き文字を表現として
再認識した結果、数カ月後の自身の個展で文字だ
けのドローイング作品を数十枚発表した。鉛筆で
記述された文字群はwritingとdrawingが並走す
る書画的な作品であった。
書画材料についても大きく変更した。具体的に

は墨、布書液、鉛筆、オイルスティック、糸など、
墨と色彩の併用と画材の多種混合が特筆すべき点
である。また、基底材も紙から布地に変更し、隅
野が毎回異なる色や質感の布地を用意した。布地
の色に加え、接触した際の質感や音、形の可変性
は髙安をはじめパフォーマンス全体にも影響を与
え、最終的な造形物としての質感、存在感も紙と
は大きく異なった。2年目は柴山が参加する事を
機に、水墨における墨や紙といった材料の縛りを
少し解き、かわりに文字を書くことと線を描く
こと、記述と記録について注視するようになっ
た（図6）。

また、活動の記録写真を写真作家の三井弘子が
撮影した。柴山と三井が行なっていた、写真と
言葉を介したプロジェクトをきっかけに、筆者と
柴山が三井に呼びかけ、2年目の3回目以降のパ
フォーマンスに撮影者として参加している。三井
はメンバーからパフォーマンス中も舞台上を自由
に出入りして撮影する事を許可された。そのた
め、時には舞台上でパフォーマンスに巻き込まれ、
三井の撮影行為も舞台の上のパフォーマンスの一
部のように鑑賞者に認識された。
2年目の3、4回目のパフォーマンスは、会場で

あるKOBE STUDIO Y3別館の空間的特徴を利用
した公演を行なった（図7）。窓や扉のある別館は、
時間帯によって外光が南や西から差し込む。天候
にも左右される自然光特有の光と影のうつろい
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上から
図5.  パフォーマンスによって破れた和紙を身に纏い、舞を行なう髙安
出典・注ほか： 破墨プロジェクトExhibition」野外パフォーマンスより
図6. 様々な画材によるパフォーマンスの記述
出典・注ほか：公開パフォーマンス《shibayamashitakayasu  4》より
（撮影：三井弘子）
図7. 自然光の射し日により、逆光の中行なわれるパフォーマンス。
観客席は画面右端で笹を持ち湯立神楽の型による舞の準備をする髙安の
後方に位置する。
出典・注ほか：公開パフォーマンス《shibayamashitakayasu  4》より
（撮影：三井弘子）
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を、舞台の配置と時間の調整によって演出に利用
できないかと筆者は考えた。開始時間を午後と
し、西から射す外光で徐々に舞台が逆光となるよ
うに会場設営した。予想通り4回目のパフォーマ
ンスの時間には、吊り下げられた淡いブルーの布
を透過して、外光が観客席にまで差し込んでき
た。パフォーマンスの終盤、布の前に立つ髙安は
光に正対し、湯立神楽の型を用い、笹で色水を振
り撒いた。色水が光の粒となって布や空間に飛び
散り、笹と水の擦れ合う音が静かに無音の会場に
響いたのち、静かに終演した。
以上のように、2年目のパフォーマンスはパ

フォーマーの変化とメディウムの多元化が特徴で
ある。ここでいうメディウムは物質に限らない。
特定の条件や状況、制限さえもしなやかに順応し
て表現要素として取り込む。また、このような方
法は展覧会における空間や体験を作り出すための
方法としても展開してゆく契機となった。

展覧会における展開と変化

破墨プロジェクトはこれまで、3回の個展と
1回の公募企画展で展示を行なった。最初の展
示は活動開始の半年後、2018年9月に神戸アー
トビレッジセンターで企画された「KAVCアー
トジャック2018」であった。本企画は演出家の
ウォーリー木下の企画により、公募で選出された
18組のアーティストの美術、演劇、ダンスが、建
物内の各所で2日間行なわれた体感型アートフェ
スティバルで、破墨プロジェクトは鏡張りの稽古
場でインスタレーションを発表した（図8）。

2019年3月の最初の個展「破墨プロジェクトEx-
hibition」は、活動の起点となる美術史的背景や1
年間の取り組みを映像、造形物、テキスト、参考
資料を用い、活動全体の紹介を中心に展覧会を行
なった（図9）。くわえて、設営時に会場で隅野と筆
者であらたなパフォーマンスを行ない設営し、会
期の最終日には髙安と筆者で野外パフォーマンス
を行なった。
2020年1月の2回目の個展「破墨プロジェクト

ONE DAY」はKOBE STUDIO Y3別館で行なっ
た（図10）。本展は来場者に而今（いま・ここ）を強
く意識させる意図から、会期を1日に限定した。

会場は天井が高いL字型の1部屋で、午前、午後、
夕方の各時間帯で異なる方角の窓から外光が差し
込んでくる。来場者は入口で入館証として渡され
るシールを体のどこかに貼って鑑賞するように指
示される。シールは、柴山がパフォーマンスにつ
いての回想を記述したノートを複製コピーして断
片化したものである。展示空間にはパフォーマン

上から
図8.  「KAVCアートジャック2018」会場風景
出典・注ほか：会場＝神戸アートビレッジセンター（兵庫）
（撮影：大泉愛子）
図9. 「破墨プロジェクトExhibition」会場風景
出典・注ほか：会場＝KOBE STUDIO Y3（兵庫）（撮影：佐藤昌也）
図10. 「破墨プロジェクトONE DAY」会場風景
出典・注ほか： 会場＝KOBE STUDIO Y3別館（兵庫）（撮影：三井弘子）
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5.  おわりに

本稿では、東アジア美術史における破墨を捉え
なおすことを起点に展開する、領域横断的な活動
について報告した。破墨プロジェクトは本稿で示
した3つの方法を、状況や目的に対応して変化さ
せながら、現在も活動を続けている。学術的レク
チャーと2つの実践方法によって展開する活動の
主眼は、史実の解明ではない。破墨プロジェクト
は、芸術活動の実践者たちが歴史を参看しながら
活動することから生まれる新たな課題や体験を軸
に、破墨とは何なのか、と自問しながら、その過
程でおのずからに道を発見してゆく現代の芸術活
動である。
2020年は不測の状況が突然に日常の変化とし

て起こった。破墨プロジェクトの活動にも大きな
影響があった。ただし、その内容については別途
報告の機会を設けることにする。

（やました・かずや／美術・日本画）
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スによる造形物、写真、ドローイングを含め様々
な大きさの物体が吊り下がっている。展示物には
柴山の手書きの文字による記述と記録が各所にみ
られ、判読できるものもあればできないものもあ
る。来場者はそれらの合間を潜り抜けながら、自
らも断片の一部（シール）を貼り付けた状態で展
覧会を体験した。ハンドアウトには活動の紹介や
会場図以外の個々の詳細な説明はない。それらが
なにであるかは、パフォーマンスの映像や三井の
撮影した写真を見て段階的に想像することが可能
となる。
この展覧会は、展示物の内容が前回の展覧会以
降の活動によることから、破墨プロジェクトの2
年目の活動の紹介といえる。しかし、本展では体
感型の鑑賞体験を主眼としている。会場に区切り
を設けず、外光の変化や来場者を含む場の変容を
積極的に取り入れた空間は、偶然性や即興性を方
法論として用いる破墨プロジェクトらしい展示空
間といえよう。そして、それは2018年に最初に
行なった鏡張りの稽古場でのインスタレーション
にも通じている。展覧会も活動全体からすれば、
ひとつの断片であり、パフォーマンスであり、作
品であると筆者は考えている。筆者は前述したパ
フォーマンスでの展開を契機に、この展覧会以降、
変容や身体を伴う体験を重視する展示空間につい
て、より明確に意識するようになった。
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 脇本十九郎「破墨の意義の變遷につ
いて」『美術研究』14号、17-24頁、
1933年

 田中倉琅子「続破墨弁」『美術研究』
141号、1-3頁、1947年

 島田修二郎「逸品画風について」『美
術研究』161号、20-46頁、1951年

 何 恵鑑「破墨の原義―その来源を楽
と書に求めて」『MUSEUM』、4-13
頁、1982年

 山岡泰造「絵画史における中国と日
本（一） 」『関西大学東西学術研究所
紀要』29巻、57-74頁、1996年

 橋本雄「雪舟と王維と―東京国立
博物館本《破墨山水図》再説」『美術
フォーラム21　特集禅とZEN』38
号、59-64頁、2018年

*2 正木裕介「「破墨プロジェクト」の
ポートレート」『破墨プロジェクト』、
破墨プロジェクト、45頁、2020年

*3 同上。破墨プロジェクトのガイド
ブックとして制作した『破墨プロ
ジェクト』は、活動初期の2年間につ
いて編集したアーティストブック。
Gallery PARCのオンラインストアで
購入できる。

*4 神戸元町にある隅野のShop。アート
＆ファッションに関連したアイテム
を提供し、“個性豊かな一人ひとり
のライフスタイルをコーディネート
する”というコンセプトのもと、空
間を演出している。

*5 向井晃子『戦後前衛書に見る書のモ
ダニズム 「日本近代美術」を周縁か
ら問い直す』三元社、2022年

*6 舞台演出家の笠井友仁と映像作家の
サカイヒロトがCOVID-19による影

響の中で開発したリモート演劇シス
テム。大阪を拠点に活動する劇団エ
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